
天
の
岩
戸
、
戸
隠
に
落
ち
る

平
家
物
語
・
節
用
集
・
庭
訓
往
来
註
・
庭
訓
往
来
抄

天
の
岩
戸
が
戸
隠
に
落
ち
て
き
た
と
い
う
伝
承
が
現
れ
る
最
初

の
文
献
は
今
の
と
こ
ろ
『
平
家
物
語
』
（
百
二
十
句
本
）
か
と
思

わ
れ
る
。

水
原
一
氏
が
校
注
し
て
新
潮
日
本
古
典
集
成
に
収
め
た
国
会
図

書
館
蔵
の
『
平
家
物
語
』
百
二
十
句
本
を
荒
山
慶
一
氏
が
入
力
し

て
ネ
ッ
ト
に
公
開
し
て
い
る
が
、
「
第
百
九
句

鏡
の
沙
汰
」
に

次
の
よ
う
な
箇
所
が
あ
る
。

昔
（
む
か
し
）
天
照
大
神
（
て
ん
せ
う
だ
い
じ
ん
）
、
天
（
あ
ま
）
の

岩
戸
（
い
は
と
）
を
閉
ぢ
て
、
天
下
（
て
ん
が
）
暗
闇
と
な
ら
せ
ま
し

ま
せ
し
時
（
と
き
）
、
よ
ろ
づ
の
神
（
か
み
）
達
（
た
ち
）
集
（
あ
つ

ま
）
つ
て
、
こ
は
い
か
が
す
べ
き
と
て
、
は
か
り
ご
と
を
思
（
お
も
）

ひ
ま
う
け
、
榊
（
さ
か
き
）
の
御
四
手
を
さ
さ
げ
、
御
神
楽
（
み
か
ぐ

ら
）
を
奏
し
給
（
た
ま
）
ひ
し
か
ば
、
天
照
大
神
（
て
ん
せ
う
だ
い
じ

ん
）
、
岩
戸
（
い
は
と
）
を
細
目
に
開
（
ひ
ら
）
か
せ
給
（
た
ま
）
ひ



て
、
御
覧
（
ご
ら
ん
）
ぜ
ら
れ
し
時
（
と
き
）
、
世
の
中
少
し
明
（
あ

け
）
に
な
り
て
、
集
（
あ
つ
ま
）
ら
せ
給
（
た
ま
）
ひ
け
る
神
々
の
御

顔
（
お
ん
か
ほ
）
の
白
々
と
し
て
見
え
け
れ
ば
、
岩
戸
（
い
は
と
）
の

う
ち
よ
り
面
（
お
も
）
白
し
と
宣
（
の
た
ま
）
ひ
け
る
。
お
も
し
ろ
し

と
言
ふ
言
葉
は
、
そ
れ
よ
り
し
て
ぞ
始
ま
り
け
る
。
天
照
大
神
（
て
ん

せ
う
だ
い
じ
ん
）
岩
戸
（
い
は
と
）
よ
り
御
目
を
少
し
出
だ
さ
せ
給
（
た

ま
）
ふ
を
、
集
（
あ
つ
）
ま
ら
れ
け
る
神
（
か
み
）
達
（
た
ち
）
の
、

あ
な
目
出
た
や
と
い
さ
ま
れ
け
れ
ば
、
そ
れ
よ
り
こ
そ
悦
（
よ
ろ
こ
）

び
の
言
葉
を
、
め
で
た
し
と
は
申
す
な
れ
。
そ
の
時
（
と
き
）
手
力
雄

命
（
た
ぢ
か
ら
を
の
み
こ
と
）
と
言
ふ
大
力
（
だ
い
ぢ
か
ら
）
の
神
有

り
し
が
、
え
い
声
（
ご
ゑ
）
を
あ
げ
て
、
岩
戸
（
い
は
と
）
を
ひ
き
開

（
ひ
ら
）
き
、
扉
を
ひ
き
ち
ぎ
つ
て
、
虚
空
へ
遠
く
投
げ
ら
れ
け
る
程

（
ほ
ど
）
に
、
信
濃
国
（
し
な
の
の
く
に
）
に
落
ち
着
き
ぬ
。
戸
隠
の

明
神
（
み
や
う
じ
ん
）
是
（
こ
れ
）
な
り
。

百
二
十
句
本
の
成
立
時
期
を
何
時
と
す
る
か
は
甚
だ
難
儀
な
こ

と
で
、
中
世
と
で
も
い
っ
て
逃
げ
て
お
く
が
、
こ
の
語
源
付
き
岩

戸
開
き
の
神
話
を
よ
り
広
く
流
布
さ
せ
た
も
の
に
『
節
用
集
』
が



あ
る
。

文
明
六
年
（1

4
7
4)

以
前
と
今
少
し
年
代
を
限
れ
る
が
、
『
古
辞

書
大
系
』
に
収
め
ら
れ
た
影
印
『
節
用
集
』
（
文
明
本
）
に
次
の

よ
う
に
あ
る
。

目メ

出デ

度タ

シ

（
以
下
割
書
）

シ
ユ
ツ

タ
ビ

イ
ダ
ス

ハ
カ
ル

倭
語
也
。
目
出
ト

者
言
ハ

昔
シ

天
照
大
神
與
二

素
盞
烏
命
一

争
玉
フ

二

天
下
ヲ

一

時
天
照
大
神
引
二

–
籠
玉
フ

岩
戸
ニ

一

之
間
天
下
七
日
七
夜

暗
ク
ラ
ヤ
ミ

也
。
此
時

諸
神
相
談
シ
テ

於
テ

二

岩
戸
ノ

前
ニ

一

為ナ

シ
二

万
ノ

神
楽
ヲ

一

給
時
。
天
照
大
神

面
白
思
食
戸ト

ヲ

少
開
キ

有
二

御
覧
一

其
時
見
二

大
神
ノ

御
目
ノ

出
ル
ヲ

一

諸
神

喜
テ

目
出
ト

給ノ

玉

フ

自
レ

是
始
也
。
其
時
太タ

刀チ

雄ヲ

ノ

尊ミ

ヿ

取
テ

二

岩
戸
ヲ

一

抛
レ

空
ニ

自

レ

是
天
下
明
也
。
其
ノ

戸
落
二

信
州
戸
隠

ト

カ

ク

シ

ニ
一

也
。
故
ニ

云
二

戸
隠
ト

一

太
刀

雄
ハ

今
ノ

常
州
志
津
ノ

明
神
是
也
。

『
平
家
物
語
』
か
ら
「
目
出
」
の
語
源
説
と
岩
戸
が
戸
隠
に
落
ち

た
こ
と
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
『
平
家
物
語
』
で
は
岩
戸

を
戸
隠
の
明
神
と
し
て
い
た
が
、
こ
れ
が
除
か
れ
て
「
太
刀
雄
ハ



今
ノ

常
州
志
津
ノ

明
神
是
也
」
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
「
太
刀
雄
」
と
読
む
か
「
太
力
雄
」
と
判
読
す
る
か
は
微

妙
だ
が
「
太
刀
雄
」
に
「
タ
チ
ヲ
」
と
仮
名
を
振
っ
て
い
る
の
で

「
太
刀
雄
」
と
し
て
お
く
。

『
節
用
集
』
は
辞
書
で
あ
る
か
ら
こ
の
伝
承
を
流
布
す
る
力
は

大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
さ
ら
に
こ
の
伝
承
を
広
め
る
の
に

寄
与
し
た
の
は
初
級
教
科
書
と
い
わ
れ
る
『
庭
訓
往
来
』
で
あ
ろ

う
。

謙
堂
文
庫
蔵
で
室
町
時
代
後
期
の
写
本
か
と
い
わ
れ
、
『
往
来
物

大
系
』
に
収
め
ら
れ
た
『
庭
訓
往
来
』
の
註
で
あ
る
『
庭
訓
往
来

註
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

改
年
ノ

吉
慶
被
レ

任
二

御
意
ニ

一

之
条
先-

以
テ

目
出
度
覚
候
（
以
下
割
書
）

歌
道
ニ
ハ

改
年
ヲ

仝
仝

ア

ラ

タ

マ

ト

読
也
。
目
出
ト
ハ

言
ハ

昔
天
照
大
神
与
二

素
盞
烏
命

ト
一

争
二

天
–
下
ヲ

一

時
天
照
大
神
ハ

岩
戸
ニ

引
篭
給
之
間
天
下
七
日
七
夜

成
レ

暗
ト

也
此
時
諸
神
相
談
シ
テ

於
二

岩
戸
ノ

前
ニ

一

万
ノ

神
楽
ヲ

為
–
給
時

天
照
大
神
面
白
思
食
戸
ヲ

少
シ

開
御
覧
有
ル

其
時
太
神
ノ

御
目
ノ

出
ヲ

見
諸

神
喜
コ
ヒ

目
出
ト

給
マ
フ

自
レ

是
始
也
其
時
太
力
雄
尊
取
二

岩
戸
ヲ

一

抛
レ

空
ニ



自
レ

是
天
下
明
也
其
戸
信
州
戸
隠
ニ

落
也
故
ニ

云
二

戸
隠
ト

一

太
力
雄
ハ

今

ノ

常
刕
志
津
ノ

明
神
是
レ

也

『
節
用
集
』
の
割
書
の
最
初
に
「
倭
語
也
」
と
あ
り
、
『
庭
訓
往

来
註
』
は
そ
の
代
わ
り
に
「
歌
道
ニ
ハ

改
年
ヲ

仝
仝

ア

ラ

タ

マ

ト

読
也
」
と
あ
る

以
外
は
、
語
順
な
ど
に
少
し
の
異
な
り
が
あ
る
と
は
い
え
、
両
者

は
同
文
で
あ
る
。
文
書
の
性
格
か
ら
す
れ
ば
『
庭
訓
往
来
註
』
が

『
節
用
集
』
を
借
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
辞
書
と
教
科
書
の
注

釈
に
載
せ
ら
れ
て
は
、
岩
戸
と
戸
隠
の
結
び
つ
き
は
世
間
周
知
の

こ
と
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
岩
戸
開
き
の
伝
承
に
語
源
説
話
を
付
す
の
は
平
安
期
の

『
先
代
先
代
旧
事
本
紀
』
が
最
初
と
思
わ
れ
、
『
平
家
物
語
』
の

「
面
白
」
も
『
先
代
旧
事
本
紀
』
に
あ
る
が
目
出
は
な
く
、
『
平

家
物
語
』
が
加
え
た
「
目
出
」
が
『
節
用
集
』
や
『
庭
訓
往
来
』

に
伝
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

同
様
の
も
の
に
『
庭
訓
往
来
抄
』
が
あ
る
が
、
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。


